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表 1 目標と基本戦略と推進課題に対応する各国の総合物流政策の表記

注 :改訂により構成が異なる場合がある。
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2.本 研究の考え方

2.1 本研究の構成

本研究は、次のように進める。

第一に、日本の総合物流施策大綱の変遷 と特

徴を明らかにする (3章)。

第二に、韓国の国家物流基本計画の変遷 と特

徴を明らかにする (4章)。

第二に、中国の物流産業の調整 ・振興計画の

変遷 と特徴を明らかにする (5章)。

第四に、日本 。韓国 。中国の総合物流施策を

比較する (6章)。

2.2 用語の定義と抽出方法

各国の総合物流政策の構成は改訂によつて

異なるものの、本研究での目標 と基本戦略と推

進課題に分類できると考えられる (表1)。

本研究では[目標]とは「総合物流政策を通じ

て達成 しようとする方考え方」、[基本戦略]と

は 「目標を達成するために設定された内容」、

[推進課題]とは「基本戦略によつて解決するベ

き重要事項」と定義する。

目標は、① 日本の場合は 「目標 と視点」、②

韓国の場合は 「ビジヨンと目標」、③中国の場

合は 「計画の日標」に設定されている。

基本戦略は、① 日本の場合は「基本的方向性」

の節、②韓国の場合は 「5大推進戦略」の節、

③中国の場合は「重要任務」に設定されている。

日本の3次と4次の大綱では、「目標 と視点」

と 「基本的方向性」の節の事項が同様に記され

ている。

推進課題は、① 日本の場合は上記 した各節の

項、②韓国の場合は 「推進課題」の節に設定さ

れている。しかし、③中国の場合は上記の 「重

要任務」の下に別途の事項が示されていない。

ょって、各国の推進課題を比較する際に、中国

においては基本戦略を比較対象とする。

3.日 本の総合物流政策

3.1 総合物流施策大綱の目標の変遷

日本では、関係省庁の共通の問題認識の下で、

連携 して物流施策を総合的に推進するために

1997年 に総合物流施策大綱 (以下、大綱)が

制定された。

1次大綱では次の3つの目標が示されている。

1)ア ジア太平洋地域で最も便利性が高く魅力

的な物流サー ビスが提供 されるようにするこ

と、五)こ のような物流サービスが産業立地競

争力の阻害要因 とならない水準のコス トで提

供されるようにすること、面)物 流に係るエネ

ルギー問題、環境問題及び交通の安全等に対応

してぃくことの 3つ である。

これらの目標は、国際分業が進んでいるなか、

物流を国や地域における産業競争力の重要な

要素の一つとして認識 して設定された。また、

物流に対する国民ニーズが高度かつ多様にな

ってきたことも日標設定の背景にある。

その後、2001年に改訂された 2次大綱では、

1次 の日標が一定の効果を上げてきたものの、

国際物流システムの効率化、物流拠点の強化、

中国 ●009年～)

物流産業の調整 ・振興計画

「二.原 則と目標」のなかの

記載事項 「3.計 画の目旦
「第3編 計画の基本方向」のなか

σ)「1章 ビジヨンと目標」
「第2政 策の基本的方向性」のな

かの 「1 目標と視点」

「二 重要任務」の記載事項「第3編 計画の基本方向」のなか

の 「2章 5大推進戦略」の各節I易%夢た講駆] 籍ゝ
(特に記載なし)「第4編 戦略別推進計画」のなか

の 「3.脚 」の各節上記の各節のなかの各項
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必要性から4次 にわたり改訂 してきた。

3.2 総合物流施策大綱の基本戦略の特徴

本節では、各次の基本戦略から日本の総合物

流政策の特徴を明らかにする。ただし、1次 大

綱は他と構成が異なるため、「分野別の課題ヘ

の対応」の事項を基本戦略 とする。

日本の大綱における基本戦略は、①国際物流、

②国内物流、③グリーン物流、④物流産業、⑤

国民生活 と、5つ の項 目にまとめることができ

る (表2)。

①国際物流に関する基本戦略は、1次 から4

次まで設定されている。しかし、国際物流の拠

点整備 (1次)か ら、国際競争力のある物流シ

ステムの構築 (2次)へ 変わつた。そして 3次

では国際 。国内のネットワークヘ、さらに4次

ではアジアネットワークヘと変化 してきた。

つまり、1次以降一貫 して国際物流に関する

戦略を設定しているが、日本 とアジアにおける

経済 。社会の変化に伴い、国際物流の基本戦略

を変更してきた。

②国内物流に関する基本戦略は、1次 で設定

されている。1次大綱では、都市内物流 ・地域

間物流 。国際物流別に戦略を設定しており、前

者の 2つ において国内物流拠点の整備や輸送

機関別の輸送に関する戦略を設定している。

ただし、2次 以降はグリーン物流や国民生活

を支える物流などで国内物流の戦略が設定 さ

れていると考えられる。

③グリーン物流に関する基本戦略は、2次 か

ら続いている。これは環境問題に対する意識の

高揚に伴い、物流においても環境問題への対応

が必要となつたことが反映されている。

特に、3次 で初めて 「グリーン物流」という

言葉が使われた。そして、推進課題 としては示

されていないものの、詳細な対策が取 り入られ

ている。

これは、京都議定書の発効 (2005年)と 第

一約束期間の開始 (2008年)に より、省エネ

ルギーや C02肖」減の問題意識がさらに強まっ

たためであると考える。

④物流産業に関する基本戦略は、3次 での戦

略である。3次 大綱には、物流産業は物流ニー

ズの高度化を受け止め、交通渋滞や環境問題の

深刻化を招来 しないような効率的な物流シス

テムを構築すると示 している。

⑤国民生活に関する基本戦略は、安全 ・安心

に着日した戦略であり、2次 以降続いている。

2次 の国民生活を支える物流システムの構築

から、3次 では安全 ・安心を支える物流システ

ムの実現 と、より具体化 された。そして 4次 で

は安全 。安心の物流の確保 と設定している。

これは、食の安全、地震等の災害、少子高齢

化による労働力不足など、日本の現況を反映 し

ていると考えられる。

以上のことから、日本の総合物流政策は、1

次から4次 にわたり、国際物流 と国内物流のネ

ットワークを構築することと、環境問題や国民

生活に対応することを基本戦略 として実施 し

ていることが分かつた。

4.韓 国の総合物流政策

4.1 国家物流基本計画の目標の変遷

韓国は 物流産業を国の核心戦略産業の一つ

としてお り、総合物流政策として国家物流基本

計画 (以下、基本計画)を制定・施行 している。

2001年、韓国は `21世紀における超優良物

流先進国家'を 目指 し、基本計画を制定した (1

次)。

1次基本計画は、2020年を目標年にして、5

つの目標を挙げている。i)物 流強国を指向す

る物流幹線ネットワークの構築、五)ハ ー ドウ

ェアとソフ トウェアの有機的調和のための物

流技術の高度化、■)物 流産業の体質改善を通

じた国際競争力の強化、市)安 全と環境を考慮

した環境にやさしい物流環境の造成、v)世 界

指向の国際物流ネットワークの構築である。た

だし、これらは目標でありながら基本戦略であ

ると示されている。

０
０

つ
４
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③物流技術に関する基本戦略は、1次 では物

流技術の高度化が設定されてお り、2次 ではソ

フ トウェア物流システムの強化が設定されて

いる。

④物流産業に関する基本戦略は、1次で物流

産業の体質の改善を、2次 で高付加価値物流産

業の育成を設定している。

⑤グリーン物流に関する基本戦略は、1次で

示されている。しかし、1次 で用いられた環境

にやさしい物流とい う言葉が 2次 では国内物

流の推進課題に入っているここれは大量輸送手

段の利用を促進することにより、グリーシ物流

を進めることである。

⑥政策推進方法は、2次 で新 しく設定された

基本戦略である。政府機関別に立案する物流政

策の重複を防ぎ、統合的に物流政策を推進する

戦略である。

以上のことから、韓国の総合物流政策は、1

次から2次 に続き、ハー ドインフラやソフ トイ

ンフラの整備 とともに物流産業の育成を基本

戦略として施行されていることが分かつた。

5.中 国の総合物流政策

5.1 物流産業の調整 ・振興計画の目標

中国は企業の経営難の緩和 と持続可能な発

展のために、「10人 重点産業調整 ・振興計画」

を相次いで制定した (2009年)。

10大 重点産業 (自動車 ・鉄鋼 ・繊維 ・設備

製造 ・船舟白工業 ・電子情報 。軽工業 ・石油化学 ・

有色金属 ・物流)の なかで、物流産業は他の産

業を支える産業として位置づけられている。

「10大 重点産業調整 ・振興計画」は物流産

業の調整 ・振興の推進方向を提示 している。物

流市場の拡大、構造調整、重要産業への支援、

物流インフラ構築の強化の 4つ である。

これ らの方向に基づき、物流産業の調整 ・振

興計画 (以下、振興計画)が 制定され、施行さ

れている。

1次 振興計画には、20H年 を目標年にして

お り、3つ の目標が設定されている。 i)国 際

競争力のある物流企業の養成、五)物 流市場の

年平均 10%成長、五)国 家物流費の削減の 3つ

である。

5.2 物流産業の調整 ・振興計画の特徴

本節では、基本戦略から中国の総合物流政策

の特徴を明らかにする。

中国の基本戦略は、①国際物流、②国内物流、

③物流技術、④物流産業の 4つ の項目にまとめ

ることができる (表4)。

①国際物流に関する基本戦略には、国際物流

と保税物流の発展加速化、物流インフラの連携

および協力強化がある。

②国内物流に関する基本戦略 としては、物流

業の地域配置の最適化を設定 している。この基

本戦略は、資源の効率的な配分や地域格差の縮

小を図つている。

③物流技術に関する基本戦略 としては、物流

情報化の推進 と、物流技術の開発および応用が

設定されている。

④物流産業に関する基本戦略には、物流需要

の開拓、物流サービスの専門化、物流産業の再

組織促進、重要産業を支える物流産業がある。

以上のことから、中国の総合物流政策は、韓

国と同様に、ハー ドやソフ トインフラの整備 と

ともに物流産業の育成を基本戦略 として施行

されていることが分かつた。これには、国際貿

表4 中国の物流産業の調整 ・振興計画に

おける基本戦略 (◆)

項 目 1次 (2009-2011)

際
流

国
物

◆国際物流と保税物流の発展加速化

◆物流インフラの構築および協力強化

内
流

国
物 ◆物流業の地域配置の最適化

流
術

物
技

◆物流情報化の推進

◆物流標準化の推進

◆物流技術の開発および応用

流
業

物
産

◆物流inT要の開拓

◆物流サービスの専門化

◆物流産業の再組織促進

◆重要産業を支える物流産業
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国内物流に関する課題は 1次 に最も多く実

施されたが、それ以降はなくなつた。ただ、前

述のように、グリーン物流や国民生活に関する

課題 として実施 されているといえる。

物流技術に関する課題はない。

次に、韓国は、日本 とは異なり、グリーン物

流と国民生活に関する課題が少ない。一方、国

際物流や国内物流、物流技術や物流産業に関す

る課題を重点的に進めている。なかでも国内物

流における都市内物流拠点の整備に関する課

題が最も多い。

国際物流に関する課題 を重点的に実施 して

いることは日本と同じであるが、推進課題は大

いに異なる。例えば、最新の政策を比較すると、

日本 と韓国は同じく 4つ の課題を実施 してい

るが、共通 している課題は 1つ のみである。

最後に、中国は物流産業と物流技術に関する

課題を重点的に実施 している。

物流産業に関する課題を重点的に実施 して

いることは韓国と同じであるが、推進課題は異

なる。韓国は異なる3つ の課題を実施 している

半面、中国は 4つ の課題のうち 3つ が物流企業

育成に関する課題である。

一方、韓国と同様に中国も、グリーン物流と

国民生活に関する課題が少ない点は日本 と異

なる (表5)。

(2)推 進課題別にみた国の比較

推進課題別に実施 している国を比較 した結

果、大半の課題が一カ国のみで実施 されている

ことが分かつた。すなわち、国によって推進課

題が異なる。

本研究で設定された推進課題のキーワー ド

は計 32個 であるが、そのうち、一カ国のみで

実施 されているのは 22個 である。これは、国

によって目標や基本戦略が異なるため、互いに

異なる課題を推進 していることである。

一方、各国とも実施 している課題は、国際物

流における拠点機能強化 と拠点整備の 2つ の

みである。

そして2カ国で実施 されている課題は8つで

ある。その うち、3つ が日本 と韓国で実施 され

ている課題で、5つ が韓国と中国で実施 されて

いる課題である。日本 と中国で実施 されている

課題はない (表5)。

6.3 比較結果の考察

以上の比較結果から、①同じ国であつても時

間の経過によって実施する推進課題が異なる

こと、②同じ時間であつても国によつて実施す

る推進課題が異なることが明らかになつた。

これは国または時間によって物流を取 り巻

く環境が異なり、総合物流政策の目標や基本戦

略が異なるためである。

今後も、グローバル化の進展、地球温暖化問

題や少子高齢化などの社会問題が深亥」化する

と思われる。また、各国の経済 ・社会状況も時

間の経過によつて変化する。それによつて、各

国の総合物流政策は改訂されていくと考える。

総合物流政策を最も早く制定。実施 してきた

日本に比べると、韓国と中国は今後グリーン物

流や国民生活に関する課題を推進する必要が

あると考える。日本はアジアにおけるシームレ

スな物流システム構築のために、他の国の政策

を考慮 した課題が必要であろう。

フ.お わ りに

本研究では、日本 ・韓国 。中国の総合物流政

策の変遷 と特徴を明らかにしたうえで、各国の

総合物流政策を比較 した。

グローバル化が進展することで国際物流の

重要性はさらに高まると考える。国際物流を行

う際には、自国だけではなく他の国の物流政策

にも影響を受ける。よつて、今後は対象国を拡

大 して研究を進めたい。
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